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第 4 章では、有孔積層材の強度特性を、 FEM 解析と材料基礎試験結果から推定する方法について提案している。
特に、アラミド一方向複合材料の特徴的な疲労強度特性を上記の方法で推定出来ることを解明し、一般的な複合材料
の強度特性に及ぼす強化繊維とマトリックスの弾性特性の影響について考察している。

































湿状況を模擬する必要がある o この問題を解決するため、加熱加圧による加速吸湿試験法を提案している o 提案
試験法により吸湿させた試験片の断面観察の結果、設定通りの吸湿状況が得られることが判明し、提案試験法が
吸湿期間短縮に有効であることを確認しているO
以上のように、本論文は、航空機用複合材料の力学的評価手法を改良し、航空機構造の軽量化と信頼性の向上を図
ることを目的とし、各種の数値解析と実験を行い、特に時間を要する吸湿環境試験を短縮する試験法を提案し、強度
実証法の改良を行ったものであり、生産工学分野に寄与するところが大き L 、。よって、本論文は、博士論文として価
値あるものと認める。
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